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研究成果の概要（和文）：多角的貿易交渉が難航する中、アジア諸国は近年積極的に自由貿易協

定（FTA）を締結してきた。本研究では、世界全体の自由貿易に到達するまで、どのような FTA
のシークエンシングがアジア諸国にとって有益であるかを検証した。主な結果として、(1) 二
国間 FTA を推進していくよりも、より広域の FTA を推進してくことが望ましい、(2) 東アジ

ア地域包括的経済連携（RCEP）の交渉が遅れている中、日本はまず TPP に参加し、続いて

EU との FTA 及び RCEP を比較的近い将来に実現することが望ましいことが示された。 
 
研究成果の概要（英文）：In response to the lack of progress on multilateral trade negotiations, 
Asian countries have actively implemented free-trade agreements (FTAs) in recent years. 
In this research, we examine what might be a desirable sequencing of FTAs for Asian 
countries. First, we find that it would be beneficial for countries to pursue region-wide 
FTAs, rather than bilateral FTAs. Second, since it is likely to require some time before 
realizing an Asia-wide FTA such as RCEP, Japan should first become a member of TPP, 
followed by an FTA with the EU and the formation of RCEP in the not too distant future. 
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１．研究開始当初の背景 
 アジア諸国で締結されている自由貿易協定
（FTA）は、2001 年以降急速にその数を伸ば
している。一方、WTO ドーハ・ラウンドに

おける多角的貿易交渉は、関係各国の利害対
立で交渉が難航し、合意の見込みが立ってい
ない。近年米国は、通商交渉の基軸を多角的
交渉から二国間 FTA や環太平洋経済連携協

機関番号：１４４０１ 

研究種目：基盤研究（B） 

研究期間：2010～2012 

課題番号：２２３３００８４ 

研究課題名（和文） 産業調整とＦＴＡの最適シークエンシング：アジアにおける地域統合の

動学的ＣＧＥ分析 

研究課題名（英文） Industrial Adjustments and Optimum Sequencing of FTAs: A Dynamic 

CGE Analysis of Regional Integration in Asia 

研究代表者 

利 博友（LEE HIRO） 

大阪大学・大学院国際公共政策研究科・教授 

 研究者番号：40283460 



定（TPP）に移し、アジア諸国も二国間 FTA
及び東アジア地域包括的経済連携（RCEP）
の推進、TPP への参加などを検討してきた。 
 FTA の実証研究には、計算可能な一般均衡 
(CGE) モデルが広く用いられているが、先行
研究では、メンバー国の実質 GDP、貿易パタ
ーン及び各産業に与える影響を主に評価して
いる。一方、FTA の最適シークエンシング（順
序）についての実証研究は行われていない。
アジア諸国にとって、二国間 FTA、TPP、
RCEP、アジア太平洋自由貿易圏（FTAAP）
形成など多くの選択肢・可能性がある。どの
ような FTA シークエンシングが望ましいか
を検証することにより、今後の FTA 政策に重
要なインプリケーションを導くことが期待で
きると思われる。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究では、2030 年までの期間の動学的
CGE モデルを用い、世界全体の自由貿易
（GTL: global trade liberalization）に到達
するまで、どのような FTA のシークエンシン
グ（順序）がアジア諸国にとって最も有益で
あるかを検証する。 
 
(2) 各FTAシークエンシングのシナリオの下、
①メンバー国の経済厚生の変化率及び ②各
シナリオと GTL との間の産業部門別生産額
変化率の順位相関係数を算出する。これによ
り、経済全体への影響だけでなく、各シナリ
オがどの程度の産業調整を強いるのかを明ら
かにする。 
 
３．研究の方法 
(1) 本プロジェクトでは、初年度に構築した
11 地域・26 部門の動学的 CGE モデルを 22
地域・29 部門に拡張し、サービス産業の非関
税障壁の推計値をデータベースに組み込んだ。
世界・国内経済全般にわたる相互作用を包括
的に考慮する本モデルによって、FTA が与え
る影響をより正確に推計できたと考える。 
 
(2) 研究の目的を以下の手順で検証した。 
①ASEAN・日本 FTA、ASEAN・中国 FTA、
ASEAN・韓国 FTA など、すでに締結されて
いる FTA を組み込んだ 2010 年～2030 年の
ベースラインシナリオを設定した。 

②TPP、拡大 TPP、ASEAN+3 FTA、ASEAN 
+6 FTA（RCEP）、EU との FTA、アジア太
平洋自由貿易圏（FTAAP）など現実的な FTA
を含むシークエンシングを設定した。 

③動学的 CGE モデルを用い、各 FTA シーク
エンシングのシナリオの下、ベースラインシ
ナリオに対して、アジア諸国の経済厚生の変
化率 及び 各シナリオとGTLとの間の産業部
門別生産額変化率のスピアマン順位相関係数

を推計・算出した。 

④各シークエンシングの経済厚生の変化率と
産業構造の調整度の結果に基づき、アジアに
おける最も望ましい FTA シークエンシング
を検討した。 
 

４．研究成果 
(1) 2010 年度は、11 地域・26 部門の動学的
CGE モデルを構築し、2010～2030 年の期間
中、アジアにおける様々な FTA シークエンシ
ングを想定し、その影響を評価した。主な結
果として、①二国間FTAからASEAN+3 FTA 
もしくは ASEAN+6 FTA に進展するケース
では、中国と ASEAN 諸国が比較的大きな産
業調整を経験する、 ②初期段階からより開か
れた FTAAP を形成することによって、アジ
ア諸国の経済厚生が比較的大きく上昇し、構
造調整コストを比較的小さく抑えることがで
きることが示された。これらの結果は、二国
間 FTA を推進していくよりも、より広域で開
かれた自由貿易圏を推進してくことが望まし
いことを示唆している。 
 
(2) アジアにおける地域統合の影響を、
ASEAN 経済共同体（AEC）をケーススタデ
ィとして取り上げ、①関税撤廃、②貿易円滑
化、③輸出対 GDP 比率の増加による生産性
の上昇、及び ④競争の促進による商業・運輸
マージン率の減少の４つの要因に分け定量化
した。AEC については、関税撤廃よりも、貿
易円滑化及び競争の促進による商業・運輸マ
ージン率の減少の方が経済厚生への影響が大
きいことが実証された。 
 
(3) 2011 年度は、2010 年度に構築した動学的
CGE モデルを 22 地域・29 部門に拡張し、
TPP（環太平洋経済連携協定）を FTA シー
クエンシングのシナリオに追加した。また、
サービス産業の非関税障壁の調査を行い、８
つのサービス産業において従価税換算値をデ
ータベースに組み込んだ。① オーストラリ
ア・ニュージーランド・米国・チリ・ペルー・
ブルネイ・マレーシア・シンガポール・ベト
ナムの 9 ヵ国（2011 年 6 月時点での交渉参
加国）による TPP から日本・韓国・カナダ・
メキシコを加えた 13 ヵ国による拡大 TPP、
FTAAPへと進展するシナリオ、② ASEAN+3 
FTA から RCEP、FTAAP へと進展するシナ
リオ、及び ③ ②と同じシークエンシングの下、
ASEAN+3 FTA、RCEP、FTAAP の発効が
それぞれ 3～4 年間遅れるケースを想定し、
その影響を評価した。 
 域内貿易比率が低い二国間 FTA と比較し
て、TPP、ASEAN+3、RECEP、FTAAP な
ど相対的に高い域内貿易比率の FTA を中心
にしたシークエンシングでは、アジア諸国の



経済厚生が比較的大きく上昇するが、特にシ
ナリオ②で経済厚生の上昇率が高い国が最も
多いことが明らかにされた。シナリオ①は、
アジア諸国の経済厚生の平均上昇率がシナリ
オ②よりやや低いが、東アジア FTA の設立
が不確実な現状の中で最も現実的なシナリオ
である。東アジア FTA の発効が遅れるケー
ス（シナリオ③）では、メンバー国の経済厚
生の上昇率が低下することが示された。産業
調整度については、３つのシナリオの中で顕
著な相違は見られなかったが、早い時期に高
い域内貿易比率の FTA に加盟することで構
造調整コストを比較的小さく抑えることがで
きることが示された。これらの結果は、東ア
ジア FTA 交渉が遅れている中、日本の交渉
参加が決定した TPP に、韓国など他のアジア
諸国が近い将来順次加盟し、FTAAP へと進
展するシナリオが望ましいことを示唆する。 
 
(4) 2012 年度は、2011 年度に拡張したモデル
を最新のデータにアップデートした。シナリ
オ①を修正し、３つのシナリオを追加した。
具体的には、①カナダ・メキシコ・日本を含
めた 12 ヵ国による TPP から韓国・タイ・イ
ンドネシア・フィリピンを加えた 16 ヵ国によ
る拡大 TPP、FTAAP へと深化するシナリオ、
② ASEAN+3 FTA から RCEP、FTAAP へ
と拡大するシナリオ、③日ＥＵ経済連携協定
及び環大西洋貿易投資パートナー協定
（TTIP）から EU・ASEAN 及び EU・インド
の FTA へと進展するシナリオ、④シナリオ①
と②が同時進行する Two-Track シナリオ 及
び⑤シナリオ①～③が同時進行する Three- 
Track シナリオを比較した。 
 環太平洋地域または東アジア地域を中心と
した FTA シークエンシング（シナリオ①・②）
は、EU を中心とした FTA シークエンシング
（シナリオ③）と比較して、メンバー国の経
済厚生が大きく上昇することが示された。シ
ナリオ④ではシナリオ①とシナリオ②よりも
相対的に経済厚生の上昇率が増加するが、シ
ナリオ⑤とシナリオ④の間では大きな相違は
示されなかった。また、通関手続の簡素化・
迅速化による通関時間の短縮により、メンバ
ー国の経済厚生がさらに向上することを明ら
かにした。 
 図１は、各シナリオによる日本の経済厚生
への影響を示している。EU との FTA（シナ
リオ③）の効果は比較的小さいが、それ以外
の４つのシナリオの下では、2030 年までに日
本の経済厚生が 1.4％以上向上する。2018 年
～2025 年の期間は、シナリオ④と⑤の方が、
GTL よりも経済厚生の上昇率が高い。これは、
非メンバー国の企業と比較して、日本の企業
が中国などの市場に優先的にアクセスできる
のが要因であると思われる。 
 

図１．各シナリオによる日本の経済厚生への影響

（ベースラインシナリオからの乖離率，％） 

 
 
(5) 産業調整度については、シナリオ①～③
の中で顕著な違いは見られなかったが、シナ
リオ④～⑤のように、同時にいくつかの FTA
を進行させることによって、構造調整コスト
を比較的小さく抑えることができることが示
された。 
 日本における産業調整度は、シナリオ②で
比較的高い結果となった。これは、①化学製
品などいくつかの産業部門で、アジアにおけ
る日本企業の競争力と世界全体での競争力が
異なること 及び ②中間財と最終財が同一の
産業部門に含まれているため、生産工程をア
ジア諸国に分散立地している一般機械、電子
機器、自動車産業の比較優位指数が、GTL と
比較して、ASEAN+3 FTA と RCEP では低
下することが要因となっている。従って、結
果の解釈に注意が必要である。シナリオ②で
自動車の生産量が減少するが、この特殊ケー
スを除いた場合、すべてのシナリオで、鉄鋼・
自動車・石油製品／精製・商業・水運の実質
生産額が増加する。一方、すべてのシナリオ
で、コメ・その他の穀物・乳製品・肉加工品・
衣服の実質生産額は減少する。 
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